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論文審査の要旨 

 

本研究は肝切除を受けた肝細胞癌患者を対象にサルコペニアと腫瘍浸潤リンパ球が予

後に及ぼす影響を評価した。肝切除を受けた HCC 患者 351 例を対象とし、骨格筋指数

によってサルコペニアを定義し、肝切除組織における腫瘍浸潤 CD4+ならびに CD8+ T 細

胞、パーフォリン、グランザイム B の発現を解析した。非サルコペニア患者と比較し、

サルコペニア患者は有意に低いリンパ球数、予後栄養指数、CD4+ならびに CD8+ T 細胞

数を示し、全生存率および無再発生存率も有意に低い結果が得られた。また、high CD8

群ではパーフォリンおよびグランザイムBの発現が増加しており、予後も良好であった。

多変量解析では、サルコペニアと low CD8 が独立した強力な不良予後因子であることを

示した。さらに、サルコペニア患者であっても high CD8 群の予後は良好であり、CD8+ 

T 細胞が局所免疫を活性化し抗腫瘍効果として重要な役割を担っていることを示した。

本研究は、サルコペニアと CD8+ T 細胞の有無が肝細胞癌患者の予後に大きな影響を与

えるという重要な結論を導いた。公聴会では，サルコペニアと CD８腫瘍内浸潤 T 細胞

の関わり等の詳細な機序，今後証明するための研究の展望，さらには臨床試験案につい

て、的確な考察のもとに適切に回答された。以上より学位（医学博士）に相応しい研究

であると判断した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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